
遺品整理の
現場から
遺品整理業者が取り組むSDGs



■株式会社 友心 代表取締役

■一般社団法人 家財整理相談窓口 理事

■一般社団法人 除染作業管理協会 専務理事

■一般社団法人 日本リユース機構 遺品整理部会長

プロフィール

岩橋 ひろし《福岡市生まれ》

1996年 （株）和多屋別荘 入社（日本初の男性仲居サービス「男組」で仲居頭を務める）

2002年 中古車販売店 創業（現在は、息子に事業継承）

2012年 遺品整理士 ISO1117号取得

2012年 友心・まごころサービス（株式会社 友心）創業

2015年 一般社団法人 家財整理相談窓口 設立

2020年 一般社団法人除染作業管理協会 設立 現在に至る

岩橋QR名刺



《社団概要》

・消費者の目線に立ち、家財整理業の適正な情報提供を行う

・家財整理業の健全な発展を目指すために、調査研究を行い、

その内容を以て、参加企業の啓蒙を行い、行政を含む関係団体

と連携を図る窓口

◾️設立 2015年2月12日 ◾️代表理事 神野 敏幸
◾️理事：9名 幹事：1名 ◾️会員数：106社（R3年9月末）

《居住支援法人指定状況》

北海道 福島県 東京都 千葉県 神奈川県 埼玉県 愛知県 大阪府 福岡県 栃木県 兵庫県





特需と言われる職業へ



Click to start





遺品整理からできること



リユースの効果

• ゴミの減量（CO2削減）

•困窮者支援

•費用負担の軽減



多量の食器類



大型家具類
1年以上使用していないモノは今は必要のないモノ



海外リユース

国内では再利用のニーズがないモノを
大切に使ってくれる国へつなぐ













リユース・リサイクルで年間１００トン以上のゴミの削減





リユースから生まれる様々な効果

•廃棄物の削減→依頼者負担の軽減、CO2削減

・リユース品の販売・寄付→雇用促進、経済成長、困
窮者支援



【友心の取り組み実績】

・福岡県空き家活用サポートセンターとの連携

・居住支援法人連携

・久留米市資源循環推進課との産官連携

終活や住み替え支援および
空き家対策のきっかけにもつながるリユース





遺品整理事業者の

リユース

①国内需要がある品の買取

②海外リユース

③困窮者支援リユース

④想い出リユース











新型コロナウイルス感染拡大による

自粛の裏側で起きている問題



地域コミュニティの崩壊
↓

唯一の社交の場との断絶
↓

生きがいの喪失



コロナ禍で孤立死・ゴミ屋敷の急増





過酷な環境下での
作業

リユース可能な品が無い

莫大な費用がかかるだけ
生前対策が必要な時代







スタッフの満足度向上＝顧客満足度向上



POINT
判断の軸を

理念基準におく習慣形成



遺品整理の現場から感じる大切なこと
を地域社会へアウトプットすること



YouTube
チャンネル登録
お願いします


